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長畑秀和教授のご退職に寄せて

　長畑秀和先生は，1980年（昭和55年）に九州大学大学院理学研究科後期博士課程を中途退学された後，

同年５月に大阪大学基礎工学部教務職員に採用され，1985年（昭和60年）４月に同大学にて助手になられ

ました。1991年（平成３年）４月に岡山大学教育学部助教授として採用された後，1999年（平成11年）４

月に経済学部に教授として着任され，2006年（平成18年）４月からは大学院社会文化科学研究科教授に配

置換となるなど，2020年（令和２年）３月までの29年間にわたって岡山大学，とりわけ岡山大学経済学部

ならびに大学院社会文化科学研究科の発展に大きく貢献されてきました。

　長畑先生は統計データ分析担当教員として長く教育研究に努めてこられました。教育面においては，昼

間及び夜間主コースの応用データ分析，多変量解析法，オペレーションズ・リサーチなどの講義を担当さ

れ，博士前期・後期課程においてはビジネスデータ解析の授業を担当されました。また，経済理論・統計

講座の担当教授として学部学生・大学院生の指導に情熱をもって取り組まれ，数多くの卒業生を送り出し

てこられました。長畑先生の指導を受けた学生・院生は，日本及び海外の各種企業や公務員において活躍

しています。

　長畑先生は研究面においても，統計学の分野で多くの著書，論文を公表されています。特に近年ではプ

ログラミング言語Rを用いた著書を数多く執筆され，データサイエンス教育や研究の発展に大きく寄与・

貢献されました。

　管理運営面においては，長畑先生は岡山大学大学院文化科学研究科（2005年４月〜 2007年３月）副研

究科長を担当されました。また経済学部副学部長（2008年４月〜 2010年３月，2010年４月〜 2012年３月，

2016年４月〜 2018年３月）を３期も務められ，岡山大学経済学部や社会文化科学研究科の発展にご尽力

されてきました。

　岡山大学経済学部は長畑先生のこうした貢献に対する感謝と尊敬の意をこめて，本号を長畑先生の退職

記念号として発行させていただきました。末筆ではございますが，長畑先生のこれからのご健康とご活躍

を祈念し，ご紹介の辞とさせていただきます。

　2020年３月１日

 経済学部長　張　　　星　源




